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大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の
会
は
７
月
24
日
、

国
会
議
員
で
た
だ
一
人
の
原
子
力
の
専
門
家
・

吉
井
英
勝
衆
院
議
員（
共
産
）を
講
師
に
「
核
の

な
い
未
来
へ
〜
原
発
抜
き
の
日
本
は
い
か
に
し

て
可
能
か
」
を
開
い
た
。
要
録
を
掲
載
す
る
。

　
　
　
　

 

◇　
　
　

◆　
　
　

◇

原
発
事
故
は
「
人
災
」

警
告
無
視
し
た
政
府
・
東
電

　

地
震
や
津
波
は
自
然
現
象
だ
が
、
東
京
電
力

福
島
第
１
原
発
の
事
故
は
明
白
に
「
人
災
」

だ
。
こ
こ
を
規
定
す
る
こ
と
は
、
原
発
災
害
を

捉
え
る
上
で
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

政
府
や
東
電
が
「
想
定
外
」
と
い
う
言
葉
を

使
い
た
が
る
の
に
は
、
理
由
が
あ
る
。
想
定
外

は
天
変
地
異
を
意
味
す
る
。
原
発
事
故
を
自
然

災
害
に
で
き
れ
ば
、
東
電
は
責
任
を
取
ら
な
く

て
も
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。

　

私
が
「
人
災
」
と
規
定
す
る
理
由
は
二
つ
。

一
つ
目
は
、
過
去
の
自
民
党
政
権
、
自
公
政

権
、
そ
し
て
政
権
交
代
後
の
民
主
党
が
、
度
重

な
る
地
震
・
津
波
の
警
告
を
無
視
し
て
東
電
に

対
策
を
取
ら
せ
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

　

私
は
国
会
で
一
貫
し
て
原
発
問
題
を
追
及
し

て
き
た
。
特
に
、
２
０
０
４
年
に
発
生
し
た
ス

マ
ト
ラ
島
沖
の
巨
大
地
震
・
津
波
を
目
の
当
た

り
に
し
、
津
波
で
全
電
源
を
喪
失
し
、
冷
却
で

き
ず
に
炉
心
溶
融
と
な
る
危
険
性
を
繰
り
返
し

追
及
し
た
が
、
政
府
は
耳
を
傾
け
な
か
っ
た
。

安
倍
晋
三
首
相（
当
時
）は
「
冷
却
で
き
な
い
事

態
は
生
じ
な
い
よ
う
に
、
安
全
に
万
全
を
期
し

て
い
る
」。
民
主
党
の
直
嶋
正
行
経
産
相
（
当

時
）
も
「
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
を
起
こ
さ
な
い
様
ざ

ま
な
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る
」
と
答
弁
す
る

な
ど
、
対
策
を
取
ら
な
か
っ
た
が
た
め
に
今
回

の
原
発
事
故
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
。

　

「
人
災
」
の
二
つ
目
は
、
地
震
発
生
直
後
の

政
府
と
東
電
の
対
応
だ
。
原
発
が
全
電
源
喪
失

と
な
れ
ば
、
ベ
ン
ト
し
て
圧
力
を
抜
き
、
と
に

か
く
水
を
入
れ
て
冷
や
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
炉
心
が
冷
却
水
よ
り
も
下
に
あ
る
状
態

を
続
け
て
い
れ
ば
、
現
在
の
よ
う
な
ひ
ど
い
状

態
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

東
電
は
冷
却
不
能
か
ら
海
水
注
入
を
開
始
す

る
ま
で
、
28
時
間
以
上
も
費
や
し
た
。
も
た
つ

い
た
理
由
は
、
海
水
を
注
入
す
る
と
廃
炉
に
な

る
か
ら
だ
。
経
営
陣
は
、
海
水
注
入
に
よ
る
廃

炉
で
株
主
代
表
訴
訟
に
発
展
し
た
場
合
、
経
営

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
東
電
の

利
益
と
経
営
陣
の
安
泰
を
考
え
、
な
か
な
か
実

行
し
な
か
っ
た
の
が
実
態
だ
。

　

菅
首
相
は
東
電
に
対
し
、
た
だ
ち
に
海
水
注

入
す
る
よ
う
命
令
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
命
令
し
な
か
っ
た
。
11
〜
12

日
の
決
定
的
な
時
期
に
適
切
な
措
置
を
取
っ
て

い
れ
ば
、
冷
温
停
止
へ
持
っ
て
い
く
可
能
性
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
政
府
は
重
大
な
誤
り
を
犯

し
、
土
壌
も
大
気
も
海
洋
も
す
べ
て
を
汚
染
す

る
と
い
う
深
刻
な
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ

れ
は
、
二
重
の
意
味
で
「
人
災
」
だ
。

〝
安
全
神
話
〞
流
布
し
推
進

し
た
「
原
発
利
益
共
同
体
」

　

海
外
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取
材
を
受
け
る
時
、
政

府
と
東
電
の
情
報
隠
し
が
よ
く
問
題
に
な
る
。

私
は
、
背
景
に
あ
る
「
原
発
利
益
共
同
体
」

（
図
１
）
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

東
電
は
関
東
地
方
を
独
占
し
、
そ
の
上
、
発

電
コ
ス
ト
に
適
正
利
潤
を
含
め
た
も
の
を
電
気

料
金
か
ら
全
て
徴
収
で
き
る
「
総
括
原
価
方

式
」
に
よ
っ
て
一
定
の
利
益
を
保
障
さ
れ
て
い

る
。
電
力
会
社
に
と
っ
て
原
発
は
、
１
基
３
千

億
〜
５
千
億
円
と
言
わ
れ
る
建
設
コ
ス
ト
の
回

収
も
、
利
潤
も
保
障
さ
れ
、
造
れ
ば
造
る
ほ
ど

も
う
か
る
極
め
て
リ
ス
ク
の
小
さ
い
事
業
だ
。

　

も
う
か
る
の
は
電
力
会
社
だ
け
で
は
な
い
。

原
発
の
メ
ー
カ
ー
は
、
東
芝
と
日
立
、
三
菱
重

工
の
独
占
状
態
。
躯
体
工
事
は
大
手
ゼ
ネ
コ
ン

数
社
で
組
む
共
同
企
業
体
だ
。
国
の
公
共
事
業

な
ら
談
合
で
捕
ま
る
も
の
も
、
民
間
会
社
な
ら

捕
ま
ら
な
い
。
言
う
な
れ
ば
、
ス
ー
パ
ー
談
合

で
仕
事
を
取
る
わ
け
だ
。
資
材
供
給
は
鉄
鋼
・

セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
が
担
い
、
建
設
資
金
は
メ

ガ
バ
ン
ク
が
融
資
す
る
。
電
力
会
社
・
大
手
ゼ

ネ
コ
ン
・
メ
ガ
バ
ン
ク
な
ど
日
本
の
財
界
の
中

枢
が
原
発
利
益
共
同
体
を
構
成
し
て
い
る
。

　

こ
の
共
同
体
が
原
発
を
推
進
す
る
た
め
に
、

「
原
発
安
全
神
話
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

つ
く
り
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
に
莫
大
な
広
告
費
を

渡
し
て
流
布
し
て
き
た
。
政
界
は
、
政
党
や
政

治
家
に
献
金
し
、
選
挙
に
な
れ
ば
応
援
に
走

る
。
意
を
受
け
た
政
治
屋
が
官
僚
に
原
発
推
進

の
た
め
の
法
律
や
予
算
を
つ
く
る
よ
う
圧
力
を

か
け
る
。
官
僚
に
は
天
下
り
と
い
う
ポ
ス
ト
が

準
備
さ
れ
て
い
る
。
政
官
財
で
原
発
利
益
共
同

体
の
利
益
を
推
進
す
る
仕
組
み
だ
。

　

こ
の
話
を
す
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
国
営
放
送
の

記
者
が
「
昔
の
ソ
連
社
会
と
一
緒
だ
」
と
驚
い

て
い
た
。
原
発
利
益
共
同
体
は
旧
ソ
連
社
会
の

構
造
そ
の
も
の
で
あ
り
、
非
常
に
硬
い
岩
盤
の

上
に
で
き
て
い
る
。
彼
ら
は
、
何
と
し
て
も
自

分
た
ち
の
利
益
を
守
ろ
う
と
、
も
の
す
ご
い
抵

抗
を
し
て
き
て
い
る
。
原
発
か
ら
脱
却
す
る
た

め
に
は
、
こ
の
共
同
体
を
打
ち
破
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

太
陽
光
・
地
熱
・
風
水
力

日
本
は
「
資
源
豊
富
な
国
」

　

世
界
中
で
地
震
多
発
地
帯
に
原
発
が
集
中
立

地
し
て
い
る
の
は
、
日
本
だ
け
と
い
う
異
常
な

状
態
だ
。
今
こ
そ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

爆
発
的
に
普
及
さ
せ
、
原
発
か
ら
撤
退
で
き
る

道
を
切
り
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

ど
の
よ
う
な
形
で
生
か
す
か
だ
。
地
球
に
降
り

注
ぐ
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
年
間
総
量
は
、
４
０

３
０
ゼ
ー
タ
ー
・
ジ
ュ
ー
ル
と
い
う
膨
大
な
も

の
だ
。
ウ
ラ
ン
の
総
埋
蔵
量
を
全
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
変
え
た
と
し
て
も
８
ゼ
ー
タ
ー
・
ジ
ュ
ー

ル
で
あ
り
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
（
図

２
）。

　

例
え
ば
、
１
千
平
方
㌔
メ
ー
ト
ル
の
土
地
に

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
れ
ば
、
１
千
億
㌔
ワ

ッ
ト
時
の
電
力
が
生
ま
れ
る
。
１
千
平
方
㌔

は
、
在
日
米
軍
基
地
の
面
積
と
同
じ
。
日
本
の

総
発
電
力
量
が
９
千
億
㌔
ワ
ッ
ト
時
だ
か
ら
、

基
地
を
撤
去
し
て
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
れ

ば
９
分
の
１
を
ま
か
な
え
る
。
国
が
補
助
金
を

出
し
て
す
べ
て
の
民
家
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設

置
す
れ
ば
、
低
く
見
積
も
っ
て
も
５
０
０
億
㌔

ワ
ッ
ト
時
発
電
で
き
る
。
ほ
か
に
も
、
太
陽
熱

を
集
め
て
発
電
す
る
方
法
も
開
発
さ
れ
て
い

る
。

　

日
本
と
同
じ
よ
う
に
プ
レ
ー
ト
の
境
界
に
位

置
す
る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
、
地
熱
を
使
っ
て
積

極
的
に
発
電
し
て
い
る
。
地
熱
で
お
湯
を
沸
か

し
て
都
市
部
に
供
給
し
た
り
、
水
を
電
気
分
解

し
た
水
素
で
自
動
車
を
走
ら
せ
た
り
し
て
い

る
。
電
力
自
給
率
は
１
０
０
％
を
超
え
、
海
外

の
ア
ル
ミ
工
場
を
誘
致
し
て
余
剰
電
力
を
消
費

し
て
い
る
。
日
本
の
地
熱
資
源
は
世
界
第
３
位

で
あ
り
、
地
熱
発
電
技
術
の
輸
出
国
で
も
あ

る
。
地
熱
発
電
の
推
進
も
不
可
欠
だ
。

　

同
時
に
、
世
界
平
均
の
２
倍
の
年
間
降
水
量

や
、
国
土
面
積
の
７
割
が
森
林
と
い
っ
た
豊
か

な
資
源
を
活
用
し
、
中
型
・
小
型
の
水
力
発
電

や
風
力
発
電
の
設
置
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
を

つ
く
る
こ
と
な
ど
も
合
理
的
な
道
と
い
え
る
。

日
本
は
「
資
源
の
な
い
国
」
で
は
な
く
、「
資

源
の
豊
富
な
国
」
だ
。

原
発
予
算
を
再
生
エ
ネ
に

中
小
企
業
中
心
に
普
及
推
進

　

地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
普
及
さ
せ
る
際
、
そ
の
仕
事
を
地
域
の

農
林
漁
業
や
中
小
企
業
が
請
け
負
う
よ
う
に
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
う
す
る
こ
と
で
地
域
に

雇
用
が
生
ま
れ
、
所
得
が
生
ま
れ
、
消
費
が
生

ま
れ
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
電
力
も
仕

事
も
生
み
出
せ
る
。
地
域
経
済
を
ど
の
よ
う
に

つ
く
り
、
回
す
か
を
考
え
な
が
ら
、
原
発
か
ら

の
脱
却
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
爆
発
的
に
普
及
さ

せ
る
財
源
は
、
ど
こ
か
ら
捻
出
す
る
の
か
。
こ

れ
ま
で
原
発
に
投
じ
て
き
た
国
費
は
、
現
在
の

価
値
に
直
す
と
約
50
兆
円
。
そ
れ
以
外
に
も
、

も
ん
じ
ゅ
開
発
関
連
だ
け
で
５
兆
円
だ
。
こ
の

お
金
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
振
り
向
け
れ

ば
、
原
発
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま
れ
、

地
域
の
雇
用
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
結
び
つ
く
。

私
た
ち
は
そ
う
い
う
道
を
切
り
開
き
、
進
ん
で

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

核
の
な
い
未
来
へ
〜
原
発
抜
き
の

日
本
は
い
か
に
し
て
可
能
か

吉
井 

英
勝 

氏
（
日
本
共
産
党
衆
院
議
員
）

再
生
エ
ネ
で
原
発
ゼ
ロ
可
能
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地域に合わせた発電で電力も雇用も生み出す地域に合わせた発電で電力も雇用も生み出す

日本の新エネルギーの潜在量（図２）

資金

発電方法 電力量
太陽光発電 ８兆3927億KW時
風力発電 ２兆5785億KW時
マイクロ水力発電 458億KW時
バイオマス 711億KW時
廃棄物発電 513億KW時
天然ガスコジェネレーション 4417億KW時
燃料電池 914億KW時
合　　計 11兆6725億KW時

資源エネルギー庁の資料を基に吉井氏が作成

『震災復興の論点』（新日本出版社）から作成

原発利益共同体の構図（図１）


